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TOEICを取り入れた新しい英語授業の試み
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WetriedanexperimenttOSeeWhetherornotitwasposslbletoteachEnglishconsideringthe
hslngemphasisonTOEIC. Eachofthethreeofuswasil一Chargeoffivelessonsoutoffifteen.
Onetaughtasectioninlistentnglnalanguagelaboratory,anothertaughtasectioningrammarand
vocabulary,thethirdtaughtasectioninreading. TherewasnoexamaHheendofthesemester,but
mini-TOEICtestswereadllinistered,andtakingtheTOEIC wasmandatory. Studentswere
evaluatedonboththeirllini-testsandtheirTOEICscores.
Studentevaluationsrenectedapositiveatitudetowardthecourse.Moststudentsfavoredthe
standardofTOEICasatestofcourseevaluation. Althoughwerealizethereareaspectstobe
improved(i.e.,srudents')jsteningability,class-timeefncl'ency),WeShouldcontinuetodeveJop
EnglishabilityfbcusingontheintemationalyestablishedmediulTl,TOEIC.
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1 英語授業に新プログラムを導入するに至る経
緯
1.1大学を取り巻く最近の状況
近年,英語教育が議論の的となっている｡｢中高ある
いは大学と,6年ないし10勺:-r;Ht,英語を学んでいるの
に英語が話せない｣,｢TOEFLでは口本人の成績は最下
位に近い｣などの英語教育に対する批判や,その解決策
として小淵内閣時代に提唱された｢英語の第2公用語論｣
をめぐる論争など,英語教育あるいは英語そのものの意
義に関する議論がさまざまなメディアを通じて盛んに行
われている｡平成 12年 り121日には,文部大臣が ｢英
語指導方法等改善の推進に関する懇談会｣を組織し,6
月30日にはその審議経過報告=uLiされたo
大学の英語教育に関しては,すでに平成 10年 10月
26日に出された大学審議会答Lll｢21世紀の大学像と
今後の改革方策について- 蔓完争的環境の中で個性が輝
く大学- ｣の中で ｢外国語教育の充実や海外留学の推
進等を進めると同時に,我が国の歴史や文化-の理解,
国際社会の直面する重要課題-の認識を深めたり,討論,
口頭による意見発表や報告,プレゼンテーション等の訓
練を通じて自らの主張を明確に表現する能力を育成する
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など,国際稚台で活躍できる人材の養成を図ることが重
要である｣と記され,特に運用力,つまり外国語を聞き
言銅-能ノ)の養成に力点をおくことが強調されている0
1.2岡山大学での英語教育
教養鮎廃IL二(平成 6年)以前は,英語の授業内容は各
教官に任せられており,授業担当教官が,学生にとって
最善と考える内容を,やはり学/A:_にとって最善と考える
方法で行っていたo Lかし,授業内容について個人レベ
ルで J.i;-し合うことはあってt,教1ーlTH二で議論する機会は
なく,授業アンケー トも公式には導入されていなかった
ので,ややもすれば独善的な授業にW(1るきらいもあった｡
教養部時代のカリキュラムでは,学生は英語を週2回
(】回 90分)2年間履修することになっていたが,大学
設置基準の大綱化と教養部廃山･新学部創設に伴い,英
語教官が減少する中で,必修科目としての英語の時間数
は従来の4分の 1,ないしは半減した｡そのような厳し
い状況下で,大学周辺からの安:ilIJ=-や社会のニーズを考慮
しつつ,英語の授業を改善しようという動きがあり,岡
山大学の教養教育の英語に携わる教官の集団と各学部と
で,どのような英語教育が望ましいかという議論がなさ
れた｡そして少ない時間でより大きな効果を生み出すた
めに,平成 12年度より,莱.言行の二種類の授業,英語A
(必修),英語 B (選択) のうち英語 Aにおいては,杏
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学部の要望を聞いた上で授業を実施することになった｡
その方針のもとに,環境理工学部に所属する英語 3教官
(諸川 ･神崎 ･荻野)は,英語の運用能力を向上させる
ために,TOEICを導入した英語教育を行う計画について
各学科と話し合い,環境数理 ･デザイン ･物質の3学科
で新プログラムを試みることが決められた｡
1.3TOEJCの概要
21世紀を目前に控えてグローバル化と ⅠT革命が進
む中,ビジネスのどの分野においても共通言語としての
英語が重要視されるようになってきた｡特に,コミュニ
ケーションの手段 としての能力が問われ,ここ数年,
TOEICの点数で新入社員を採用したり,昇進の要件とす
る企業が増えてきている｡TOEIC(TestorEngHshfわr
InternationalCommunication)は,国際的なコミュニケー
ションのために,英語をどのくらい使えるかを評価する
試験である｡アメリカのETS(EducationalTestingService)
が開発し,世界の約50カ国で実施され,1998年に
は140万人以上が受験した｡ 日本でも昨年一年間で約
80万人の受験者があった｡TOEICの特徴は,(丑世界共
通の国際コミュニケーション英語能力テス トである,②
個人の能力レベルに合わせた目標点が設定できる,③英
語によるコミュニケーション能力を公平に評価する,④
英語によるコミュニケーション能力が総合的に評価でき
る,⑤毎回のテス トによって評価基準が変動することが
ない,といわれている｡
試験時間は2時間で,リスニングが 100問で45分,
残りの 75分が リー ディングとなっており,こちらも1
00問であるC リス二王グ部門は,パー トⅠの ｢写真描
写｣が20間,パー トⅢ｢応答｣30間,パー トⅢ ｢会
話｣30問,パー トⅣ ｢説明文｣20問,リーディング
部門は,パー トV｢空所補充｣40問,パー トⅥ ｢誤文
訂正｣ 20問,パー トⅦ ｢速読 ･読解｣40問から構成
されている｡配点は,各々の部門が495点なので,満
点990から5点刻みになっている｡
TOEICの得点はTOEFL,英検と比較 した場合,およそ
以下のような対応がある｡
TOEIC 300/-395 400-495 500′-590 595′-650
TOEFL 400′-433 435-468 470.-501 503.-522
英検 3級 2級 2級 準 1級
受験者の得点の平均は,平成 9年度の資料では,公開
テス トで580点,団体特別受験で477点である｡
TOEIC の点数とコミュニケーション能力 レベルとの
相関関係では,220-470は ｢通常会話で最低限の
コミュニケーションが出来る｣,470-730は ｢日常
生活のニーズを充足し,限定された範囲内では業務上の
コミュニケーションが可能｣,730-860では ｢どの
ような状況でも適切な意志の疎通が出来る素地を備えて
いる｣と判断される｡
TOEIC公開テス トの実施は年 7回だが,その他に団体
特別受験制度 (IP,InstitutionalProgram)があり,団体の
都合に合わせて随時行われている｡大学生協が実施して
いるカレッジTOEICは 1Pの一つである｡TOEIC本部は
公開テス トとIPは同等のものとしている｡大学にとって
は,カレッジTOEICの方が授業の一部として活用しやす
いなどのメリットがあり,岡山大学ではTOEIC公開テス
トとカレッジ TOEIC が同じレベルの試験であることを
認め,生協を通じてカレッジTOEICを利用している｡
2 新 プログラムの計画 と実施
2.1授業計画
2.1.1新プログラムの対象
環境数理,デザイン,物質の3学科に所属する一,二
年次生に対し,それぞれ英語 Aの 1週間 1コマ (90分)
でTOEICを取り入れた授業を行うことになったOなお必
修科目としての英語は,環境理工学部の場合は2年間に
渡ってその 1週間 1コマのみであるC
2.1.2授業の目標
TOEIC において600点を取れる英語能力を養成す
ることを目標に置いた｡これはTOEICの試験対策をする
ということではなく∴rOEICを一つの指標として総合的
な英語のコミュニケーション能力を向上させるという意
味である0600点という点数は一つの目安であり,学
生としても具体的な数字を与えられたほうが取り組みや
すいのではないかと考えた｡
2.13授業形態
従来のような 1教官が同 じクラスに対 して前期 15
回,後期 15回を担当するのではなく,授業内容を ｢リ
スニング｣｢文法語嚢｣｢読解｣の3分野に分け,各教官
が3分野のどれか一つを中心に前期 5回ずつ担当し,ク
ラスを入れ替えて教えていく方法を採用した｡ティーム
ティーチングの方が1教官が 1クラス15回を担当する
よりも,各々の分野に集中して教えることが出来,また,
成績評価という点を含めて,3教官が 1クラスを教える
よりも授業効果に偏 りが出にくくなるであろうという判
断である｡諸川が文法語秦,神崎がリスニング,荻野が
読解を担当することになった｡
2.1.4クラス編成
おおよそ環境数理 20名,デザイン50名,物質40
名なので,デザインの一部を環境数理のクラスに組み入
れて,約40名で1クラスを編成することにした｡二年
次生も同様である｡
2.1.5スケジュール
以下に二年次の或るクラスの授業日程を示す｡他のク
ラスおよび一年次も,担当教官の順序が変わるだけで基
本的にこれと同様であるe
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文法 一語嚢 ~(諸川) 4/ 14 ガイダンス .授業
21 ミニテス ト.授業
28 授業
5/ 12 ミニテス ト.授業
19 授業
=i-,.､…16 ､ ミ手テヌ=.ト,_授業
,/23本 華業 亮
読解(荻野) 30 授業 -
7/ 7 ミニテス ト.授業
7/8 カレッジTOEIC
14
21 ミニテス ト.授業
28 授業 .アンケー ト
2.1.6教材
テキス トは一年次,二年次生ともに,神崎クラスでリ
スニング用に LTSteTIUpI｢リスニング ･パワーアップ講
座｣KimberlyForsythe.成毛信男著 (三修社)を使用O
諸川クラス,荻野クラスではテキス トは用いず,プリン
トを使用することにした｡
2.1.7成績評価
二年次生は,前期後期の日程の中で,それぞれ 1回は
カレッジTOEICないしは公開テス トを受験し,その結果
と授業時に行うミニテス トや授業の取 り組みなどを総合
的に考慮して成績評価する｡期末テス トはミニテス トや
TOEICで代用し,行わないC-年次生には,後期からカ
レッジTOEICを義務づけるOシラバスには,ある程度の
願望を込めて,TOEICでの450点程度を単位認定の最
低基準にしたいと書き添えた｡
2.2授業の実施
2.2.1学生へのガイダンス
平成 12年度開講直前の環境理工学部各学科でのガ
イダンスにおいて,新プログラムでの英語 A の授業につ
いて資料を配布し,学生に対 し説明を行ったDそこでは
英語の運用能力を高めるために TOEIC向けの授業を行
い,前期後期各 15回のうち,3人の教官が5回ずつを
受け持つこと,5遇のうちの2回はミニテス トを実施す
ること,-年次生は12月のカレッジTOEIC,二年次生
は7月と12月のカレッジ TOEICを受験することなど
を伝えた｡
2.2.2授業
文法語嚢 : -,二年次生とも,TOEICの文法問題に
しばしば出題される,時制,仮定法,havesomethingdone
に関する教材を配布 し,文法項目の解説と,宿題である
Exercisesの答え合わせを行った｡またミニテス トに関し
ては,次週の答案返却時に一通りの正解を述べ,PartV,
Ⅵの文法語嚢の部分を説明した｡
リスニング : 学生が授業時間外にも練習を行えるよ
うcDが添付されているテキス トを使用したOテキス ト
の中で CDに収録されている部分は学生の自習課題とし,
授業では,その課題を聞き直して解答の確認を行った後
に,LL装置 (二年次生)やテープレコーダー (-年次
生)などを使用して自習課題をベースとした発展的,応
用的なリスニング演習を行ったO
読解 : 基礎力の向上を目標とした訳読中心の授業を
行った｡TOEICの試験問題に慣れるということも考え,
ミニテス トに出てきた長文の英文で,教材として適当な
ものを選び使用したO週一回の授業だけでは足りないの
で,それ以外に英文を配布 して和訳を宿題としたO最も
効率の良い英語学習法として,一度授業で使用 したり自
分で読んだ英文を,週に一度は読み返すということを紹
介して,その実践を学生に促した｡
2.2.3ミニテス ト
TOEIC用の問題から小間単位でピックアップして問
題を作成 した｡90分の授業の中で行 うので,試験時間を
1回約40分から50分として,正規の2時間分の問題を
それぞれのセクション毎に3分の 1に縮小した｡パー ト
Ⅰ6問,パー トⅡ8間,パー トⅢ8間,パー トⅣ4-6
間,パー トV 13間,パー ト1T7問,パー トⅥ112- 1
6問,計58-64問とした｡初回から4回までは問題
形式に慣れさせるという目的で 1回を50分で実施し,5
回目からは 45分に短縮 した｡-年次生と二年次生では
別々の問題を使用 した｡3人の教官がそれぞれのクラス
の答案を1問 1点で採点して翌週に返却した｡
ミニテストの平均点は以下のようであった｡
一年次生
第 1回 2回 3回 4回 5回
4/25日 5/9 5/30 6/I3 7/4
26/60点 23/58 28/62 34/63 30/61
(990点満点に換算した得点)
二年次生
第 】回 2回 3回 4回 5回
4/2]日 5/12 6/2 6/16 7/7
29/58点 30/60 27/63 27/61 31/64
(990満点に換算した得点)
6回 合計
7/18
28/62 169/366
457/990
7/21
28/62 172/368
463/990
ミニテス トとカレッジTOEICの点数を比較した場合,
ミニテス トの方が平均点が20点程高くなっているが,
TOEICに慣れさせるために,120分の時間を,ミニテス
トでは20分前後長く設定したからと思われる｡
2.2.4カレッジTOEIC
7月8日 (土曜 日)10時から 12時まで岡山大学一般
教育棟の教室を利用してカレッジTOEICを実施 した03
教室を試験場に使用し,それぞれ 1名の教官が監督に当
たったo再履修者 4名を除き,二年次生 128孝.のうち
1I3名が受験したO欠席は一度も授業に出席していな
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い者t)含めて 15名G平均点は433,札 妓高J仁は65
5点,最低点は250点であった｡
IiF次生は受験を義務付けられていなかったが9名が
受験 した｡一年次生の平均点は444点,最高点は49
5点,最低点は350点であった｡
また当日は都合が悪く,前もって6月 7日のカレッジ
TOEICを受験した者が2g.あった｡得点は36O点と3
35点であった｡
6月7日,7月8日の試験をともに受けられなかった
者,再度受験を希望する者のために,岡山大学が8月9
日に行ったカレッジ TOEIC i,前期成績評価の判定資料
とした｡二年次生では15名が受験し,平均点は374
点,最高点は455点,最低点は255点であった｡ち
なみに,そo?回のカレッジTOEIC全体の平均点は434
点であった｡
2.2.5成績評価
一年次生は,カレッジTOEICの受験を義務づけていな
いので,平常授業時における6回のミニテス トの合計点
を990点満点に直した後,優 500点,可350点と
いう基準に合うように100点満点に換算した｡良は結
果的に425点になった｡カレッジTOEICを受験 した者
のTOEICの得点は,いずれもミニテス トを990点満点
に換算した点よりも低かったので,ミニテス トの方の点
数を採用した｡上記の処理の結果を,優80点,良70,
可60という大学の基準に当てはめると,優 19名,良
58名,可34名,不可 14名となったO ミニテス トを
一度も受験していない学生はこの数字に含まれていない｡
またミニテス トの欠席が 1回の者に限り,受験 した 5回
の平均点を欠席したテス トの得点とみなして成績を修正
した｡
二年次生の場合は,6回のミニテス トの合計点を99
0点満点に換算し,それとカレッジTOEICの得点を単純
平均したOカレッジTOEICを複数回受験した者は一番高
い得点を用いた｡その点数に-年次生の場合と同じ処理
を施した結果,優 21名,良50名,可44名,不可7
4.となった｡巾履修者や,ミニテストないしはカレッジ
TOEICを全く受験 していない者は数に含まれていない｡
ミニテス トの欠席が l回の者に限り,これt)一年次生の
ケースと同じように扱った0
2.2.6外部検定試卓による単位認定
既に岡山大学評議会において決定されている外部検
定試験による単位認定基準,
TOEIC 586点以上 英語A 4単位
730点以上 英語A 8単位
に従って,7月8日に行われたカレッジTOEICで586
点以上729点以下の成績であった二年次生4名が,莱
語A4単位の認定を申請し,承認された｡
3 学生の英語学習に対する意識と新プログラム
の評価
3.1調査の概要
TOEICを導入した新英語学習プログラムが学生にと
ってどういう意義をもち,学生はどのように新プログラ
ムを受け止めたのかを調べるため,半期が終わった時点
で受講生に対してアンケー ト調査を実施した｡
調査は,-年次生は平成 12年7月25日,二年次生
は7月28日の,いずれも前期最終週の授業時間内に出
席者全員に対して行った｡アンケー トは選択肢型の18
間から構成され,二年次生には前年度までの授業との比
較に関する問を2間追加 したO回答は無記名で,説明文
中に ｢このアンケー トは皆さんの英語学習についての意
識や新プログラムに対する反応を調査し,今後の授業改
善に役立てるためのものですC回答内容は成績評価とは
いっさい関係ありませんので率直に回答して下さい｣と
の指示を入れた｡
回答数は,
-年次生 : 1Ol
二年次生 : 103
であった｡
アンケー トにおいては,①学生の英語および英語教育
全般に対する意識,②学生が大学の英語教育に期待して
いるもの,③TOEICを導入した新 しい英語授業に対する
評価,の三つを中心課題として間を設定した｡
3.2調査結果と分析
問 1.学校の ｢教科｣としての英語は好きですか｡
(一年次生)
:'_:t ;I-ラ
どちらともい
えない
26ヽ
(二年次生)
どちらかとい
えば嫌い
18%
どちらかとい
えば嫌い
23%
:'1-t二_=:i:-_千
28%
どちらかとい
えば好き
2ヽ
どちらかとい
えば好き
25%
諸川 重剛ら / TOEICを取り入れた新しい英語授業の試み
学校教育が学生の英語に対する意識に与･える影
響を測るため,あえて ｢教科として｣と限定して間
を設定した｡-年次生,二年次生ともに ｢好き｣傾
向と ｢嫌い｣傾向がほぼ括抗 している｡理科系の学
部であることを考えると,思ったほど英語-の嫌悪
感がないととらえることもできるかもしれない｡
問2.国際的な ｢コミュニケーションの手段｣としての
英語に関心はありますか｡
(一年次生)
どちらかと
いえばない ない
どちらとも
いえない
9ヽ
どちらとも
いえない
14ヽ
どちら
いえば
34%
(二年次生)
どちらかと
いえばない
1% ない
し､/′1%
間 1との対比を見るために英語に対する一般的な
関心を問うた｡｢ある｣｢どちらかといえばある｣が
合わせて8割を超え,学生の英語に対する関心の高
さを示している｡その傾向が二年次生においてなお
高いのは,大学での授業などを通じて英語の必要性
をより強く感じるようになった結果だと推測される｡
問3.自分の英語の能力をどう評価していますか｡主観
的評価を答えて下さい｡
(一年次生)
やや優れて
いる
Te j %52%
劣っている
21ヽ
やや劣っ
いる
28ヽ
｢優れている｣と回答 した者はゼロであった｡
｢劣っている｣｢やや劣っている｣を合わせると約半
数になるが,通常こういう回答にはやや否定的なバ
イアスがかかるので,その分を考慮すると,まず大
学生の平均的な回答と考えられる｡
問4.あなたの英語の能力を｢読む｣｢書く｣｢聞く｣｢話
す｣の四つの技能別に自己評価して下さい｡
｢読む｣能力(一年次生)
劣っている 優れている
やや劣っ
いる
18㌧
=%i %f
や優れて
いる
23%
｢書く｣能力(一年次生)
やや摩れて
劣っている いる
10% 14%
やや劣って
いる
33ヽ
e )E3f
｢聞く｣能力(一年次生)
劣っている
やや優れて
いる
- -_-I
16ヽ
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｢話す｣能力(一年次生)
劣ってい
36%
やや優れて
起 て
38%
1gq%Rb
岡山大学環境理工学部研究報告,6 (1)201年
｢読む｣>｢書く｣>｢聞く｣>｢話す｣という
明らかな序列が見て取れるD｢聞く｣｢話す｣能力の
欠如が学生にも自覚されている｡教える側は不足し
ている能力の向上に意を注ぐ必要がある｡
問5.あなたの行っていた高校では三年生の時に英語の
授業は週に何時間ありましたか｡
(一年次生)
2時間以下
3% 1 6時間以上
3時間 ⊥ .8%
4時FB
29%
(二年次生)
6時間以上
5時間以上と答えた学生が半数を占める｡現在,
環境理工学部の一一年次生は週に 1コマしか英語の授
業がなく,高校の時の学習時間との落差が著しい｡
また,全体として-年次生は二年次生より時間数が
少なくなっており,高校での英語の授業時間も減少
しつつあることが窺われる｡
問6.あなたがこれから生きていく中で英語の語学力の
必要性はどのくらいあると感じていますか｡
(一年次生)
ロ5%
(二年次生)
/JO%
-nl.49
●40%
英語第 2公用語論まで議論されるような状況の
中で,学生も語学力の必要性を痛切に感じているO
この意識をどう学習意欲にすくい取っていくかが教
える側の課題である｡
問7.大学での英語教育の目的は何だと思いますか｡そ
れぞれの項目について,どれくらい適切かを答え
て下さい｡
1.専門分野の勉強のために必要な語学力をつけ
る(一年次生)
(二年次生)
緒川 重剛ら / TOEICを取 り入れた新 しい英語授業の試み
2 社会人になった時に仕事の上で必要となる語
学力をつける(一年次生)
(ニ年次生)
3.日常生活や海外旅行での外国人とのコミュ
ニケーションのための語学力をつける
(一年次生)
15ヽ,.
:L-i 亭
⊂】31%
29%
(二年次生)
t8%｢
■26%
?%58 '
□30≠
■25%
32%
4_言葉を通じて,海外の文化,社会事情,生活様
式.ものの見方などを学ぶ(-年次生)
(二年次生)
二32g 5 :
5.文学作品などを読んで教養を深める
(一年次生)
｢■5%
【コ3
｢専門分野の勉強のために必要な語学力をつけ
る｣｢社会人になった時に仕事の上で必要となる語
学力をつける｣の二項が高い値を示した｡前者は英
語論文や学術書を読む能力,英語で研究論文を書く
能力が中心となるだろう｡後者は,読み書きに加え,
会話の能力が必須であるD旧来の教養英語がおもに
行っていた ｢文学作品などを読んで教養を深める｣
は,不適切であるという評価が適切を上回っている｡
問8.あなたは英語の授業にどのような姿勢でのぞんで
いますか｡
(一年次生)
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教師が教室で感 じている雰囲気から考えると思
いがけないほど積極的な回答といえるかもしれない｡
問6にも現れた社会情勢の変化を強く感じ取ってい
るのであろう｡一,二年次の回答の比較からは,そ
の意欲が後退していくところが見て取れる｡
問9.大学の-.二年次において英語の授業時間は週に
どのくらい必要だと思いますか｡
(一年次生)
4コマ以上
必要ない ｢3%
=~J =_I L=~
3% ｢
(二年次生)
2コマ以上と回答した学生が6割を超えている｡
二年次では3コマ,4コマが必要と考える学生も多
い｡現状の 1コマでは時間不足だということは学生
自身も感じている｡
問10.この授業を受講するまでにTOEICを知っていま
したか｡
(一年次生)
知らなかっ
た
35%
受けたこと
がある 名前も内容
0% /も知っていた
(二年次生)
知らなかっ
た
5＼
名前は聞い
嘉 畠誤 /
よく知らな
かった
56%
1 4 %
名前は聞い
たことがある
が内容はよ
く知らなかっ
た
51%
受けたこと
がある
2ヽ
名前も内容
も知ってい
た
37ヽ
TOEICの認知度を調べた｡一,二年次で明らかな
差が生じている｡大学入学後にTOEICに関する情報
に接する機会が増えるのであろう｡
問 11.英語の授業にTOEICを導入することをどう思い
ますか｡大学における英語教育のあり方という概
点から見た客観的な評価を答えて下さい｡
(一年次生)
どちらかとい
えば良い
37%
(二年次生)
良くない
どちらかとい 9%
えば良くな
い
10%
どちらともい
えない
17ヽ b E2L%'
どちらかとい
えば良い
32%
諸川 重剛ら / TOEICを取り入れた新しい英語授業の試み
かなり肯定的に受け止められている｡｢大学にお
ける英語教育のあり方という観点｣という限定を付
けたが,TOEICは,間7で高い値を示した ｢社会人
になった時に仕事の上で必要となる語学力をつけ
る｣という目標に合致しているといえる｡
問 12.この授業は ｢実用的な英語運用能力の向上｣と
いう点から見て効果がありましたか｡
(-年次生)
ほとんどな
かった
34ヽ
ほとんど(
かった
37ヽ
非常にあっ
た
1ヽ かなりあっ
;: 二t ∴ 至
かなりあっ
た
6ヽ
PLあった
53%
｢少しあった｣が過半数を占めている015コマ
という少ない時間を考えるとやむを得ない結果かも
しれないが,より効果的な授業内容の模索が必要で
あろう｡
問 13.この授業は ｢TOEICの得点力の向上｣という点
から見て効果がありましたか｡
(一年次生)
非常にあっ
な⊥ 51b=%,なりあっ
i/ i :-:
ほとん
かっ
19%
少しあった
51ヽ
かった
23ヽ
ほとんどな 'ー-'Ti=
(二年次生)
非常にあっ
二
56%
＼かなりあった
18ヽ
問 12の回答と較べるとかなり評価が高くなって
いる｡ミニテス トを中心とした受験対策授業の色彩
が強かったからであろうoこれはこれで喜ぶべきこ
とかもしれないが,本来は前間の ｢実用的な英語運
用能力の向上｣という効果を狙 うべきである｡TOEIC
の得点はその成果の一つの表現に過ぎないのだから｡
問 14.この授業は ｢文法詰責｣｢リス二ング｣r読解｣
という三つの分野に分けて行いましたが,この形
式と,一人の教官が総合的な内容を担当するのと
較べて,どちらがより効果的だと思いますか｡
(-年次生)
(二年次生)
■5(分野別授業の
方が効果的)
E34
■3
ロ2
■1(総合的授業の
方が効果的)
■5(分野 別授業の
方 が効 果的)
■3
【コ2
■1(総合的授業の
方が効果的)
分野別授業への支持が多く,ティームティーチン
グはある程度成功したと考えてよいだろう｡二年次
の方が若干支持が高いのは,大学で総合的な英語授
業を受けた経験があるからだとt)考えられるO
問 15.この授業ではミニテス トを6回行いましたが,
ミニテス トの回数はどのくらいが適切だと思いま
すか｡
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(二年次生)
これも思いがけなく肯定的な回答が多かった｡イ
ンターナショナルな基準で自分の能力を測れるメリ
ットは大きいのであろう｡また理科系の学生は数量
的な能力の評価や数値目標などに抵抗が少ない傾向
があることも考えられる｡
問 17.TOEICのような絶対基準で成績評価が行われる
のと,授業内容に対する理解度で評価が行われる
のと較べると,語学力の向上という点から見た場
合どちらがより効果的だと思いますか｡
(-年次生)
･ 't
学生がテス トの多さに閉口していることを予測
していたが,意外にも頻繁なテス トに肯定的な回答
が多かった｡この授業をTOEIC受験対策と受け止め
るか否かというあたりも回答を分けた要素かもしれ ロ9
ない｡
問 16.TOEICでは語学力が明確な数値で表現されます
が.このことをどう感じましたか｡
(一年次生)
(二年次生)
l-= r - -=-
■5(自分の客観的な
能力が把握しやす
くて良い)
ロ4
■3
日2
41(受葺莫生のように
点数に追われるよ
うで良くない)
■5(自分の客観的な
能力が把握しやす
くて良い)
⊂】4
■3
⊂コ2
■1(受験生のように
点数に追われるよ
うで良くない)
■31
【コ20%
(二年次生)
lt =
■5(絶対基準による
評価の方が効果
的)
ロ4
■3
⊂】2
■1(授業内容の理解
度による評価の方
が効果的)
●5(絶対基準による
評価の方が効果
的)
⊂14
■3
口2
■1(授業内容の理
解度による評価の
方が効果的)
-年次と二年次で明らかな違いが生じたO-年次
生の回答は賛否相半ばしているが,二年次生では絶
対評価-の支持が強い｡二年次生は大学での暖味な
成績評価基準や教官ごとの偏りを経験 しているから
と考えられる｡
問 18.TOEICのような絶対基準で成績評価が行われる
ことは.あなたにとって好ましいですか｡
(-年次生)
好ましい
1% どちらかとい
えば好まし
い
21ヽ
諸川 重刷ら / TOEICを取り入れた粁しい英語授業の試み
(二年次生)
好ましい
好ましくない 13%
14ヽ
どちらかとい
えば好ましく
ない
21ヽ S
どちらかとい
えば好まし
い
16ヽ
どちらともい
えない
36%
問 17で客観的な意見を聞いたのに対して,ここ
では利害も含んだ好悪を問うてみた｡一,二年次と
も ｢好ましくない｣傾向が優勢であるO問 17の回答
と合わせて受け止めると,絶対評価は学力向上に効
果があるかもしれないが,そのために単位を落とし
たりするのは困る,というのが学生の真情だろう｡
問 19.昨年までの英語の授業とTOEICを中心にした新
プログラムによる英語の授業を較べると.どちら
が実用的な英語能力の向上に効果があると思いま
すか｡(二年次生のみ)
･.9%Di b L33%
■5(新プログラムに
よる授業の方が効
果的)
ロ4
■3
【コ2
■1(従来の授業の
方が効果的)
肯定的な回答が7苦り近くを占めた｡学生が昨年ど
んな授業を受けたのか分からないと正しい判断はで
きないかもしれないが,まず,新プログラムは成功
裏にスター トしたと考えてよいであろう｡
問 20.昨年までの英語の授業と新プログラムによる英
語の授業を較べると.あなたはどちらが好きです
か｡(二年次生のみ)
:.3 '.269%
口14%
閏 18と同様,効果とは別に好悪を尋ねた｡問 19
の回答よりやや後退するが,それでもなお新プログ
ラムの方を好む学生が多数を占めている｡ともする
と無味乾燥になりがちな授業形態なので,なお学生
の関心を引きつける努力が必要であろう｡
4 新プログラムの効果と意義
TOEIC を授業に導入することでプラスになる点が3
つ考えられる｡まず第 1に,英語学習に対する新しい視
点を学生に与えることである｡大学入学以前,ほとんど
の学生は受験勉強を通 して訳読中心の学習をしてきてい
る｡そのため,入学時には英語の勉強-訳読と思い込ん
でいる者が多いが,TOEIC を取り入れた授業において,
国際的なコミュニケーション能力を身につけることの重
要性を意識し,それが英語を勉強する新しい動機となり,
外国人との意志疎通,あるいは海外の情報を素早く入手
するために英語に取り組む姿勢が生まれてくる｡この意
味で,TOEICの点数自体が授業の目標になるのではなく,
あくまでも英語の運用能力を高めるために学習し,その
結果がTOEICの得点に表れるという姿勢が重要である｡
第2に,成績評価の公平性である｡大学の授業では一
般的に,教員が自らの責任で自由に評価基準を定めて成
績を出してきた｡何パーセン トは ｢優｣何パーセン トは
｢良｣というように相対評価をしたり,ある到達目標を
定め,それに応 じて絶対評価をする者 もいた｡試験のみ
ではなく授業態度などを考慮する場合もあるo Lかし,
TOEIC という科学的な研究に裏付けられた世界共通基
tlf二に此づいて成績評価を行えば,客観性と公平さが期待
できる｡これに対してはいろいろな意見があるかもしれ
ないが,従来の,ややもすれば悉意的で暖味になりがち
な評価基準に比べれば,一歩前進といえるだろう｡
第3に,授業内容や教育方法の改善が挙げられるo従
来は教育効果がはっきりと表われにくかったが,毎学期
TOEICのスコア-が出るので,スコア-の平均が落ちた
場合は,教える側はどこに問題があったのか,その対策
を考えなければならない｡一方,学生は自分の真の実力
が数字として表れるので,本当に身につく授業を求める
ようになるであろう｡
反面,問題点もいくつか挙げられるO(かこの新プログ
ラムとは直接的には関係ないが,学生のアンケー トにも
あった通り,高校の頃,遡5時間以上英語の授業を受け
ていたのに,現在は一週に 1コマ ･90分のみであるとい
うこと｡多くの学生は2コマ以上の授業を望んでいる｡
②TOEICを取り入れたこの新プログラムでは,コミュニ
ケーション能力の向上は望めるかもしれないが,その一
方で,学生が希望している,専門分野の論文を読んだり,
苦いたりする英語能力をどのようにつけるか,という課
題がある｡この間題も英語の授業時間の不足から生じて
いるともいえる｡③学/i:_が苦手としている,話す ･聞く
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力を高めるためには, 15rLilの5恒は リスニングに当て
るだけでは充分とはいえない｡文法語桑,読解を中心と
した授業の中にもリスニングの要素を組み込むことが必
要であろう｡④ミニテス ト,解答解説という形式の授業
は単調になりがちである｡学生に時々刺激を与えるため
には,以前に行われていた英語を適して教養を深めるよ
うな内容も大切であろう｡
TOEIC を導入した新英語教育プログラムは半期が終
わったに過ぎず,総爪的な評価を行うのは時期尚早であ
ろう｡このプログラムで2年間授業を受けた学生が2年
後にどのくらい英語の運用能力を向上させているかを測
って,初めて第 1段階の評価ができるともいえる｡ しか
し,今回の学生アンケー トに現れた反応は概ね好評であ
り,これからの試行錯誤の土台は確認できたと考えてい
る｡今後も,絶えず授業の形式や内容に検討を加え,檎
に応じて学生からのフィー ドバックを取り入れながら,
所期の目的が実現できるよう,このプログラムの改善に
取り組んでいきたい｡
